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連 絡 先 

どんな研究 めざす未来 どこが凄い 

バランスを取るための技術： 仮名交換 

あなたの居場所を安全に公開 

位置情報を活用することで、ユーザ

の所在に応じたきめ細かなサービス

が可能になる一方、そのトレードオ

フとしてプライバシの保護が問題に

なります。この展示では、これらの 

2つのバランスを、アプリケーショ

ンに応じて適切に取るための技術を

紹介します。 

同じ場所に居合わせたユーザ同士が

ランダムに仮名(仮の名前)を交換す

ることで、長期的な位置プライバシ

の保護と、短期的な位置情報の有用

性とを両立させることに成功しまし

た。また、プライバシ保護度合を厳

密に見積もるための効率的なアルゴ

リズムを考案しました。 

位置情報の不正利用や第三者による

監視を気にすることなく、位置情報

を活用したサービスを安心・安全に

享受できる、ゆたかな情報化社会の

構築に役立ちます。 
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仮名交換： 同じ場所に居合わせた 
ユーザ同士がランダムに仮名を交換 

本当の移動は， or ? 
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個人が完全に識別できる位置データ 個人識別情報を除去した位置データ 

きめ細かなサービスが可能 
位置プライバシの保護なし 

完全な位置プライバシ保護 
きめ細かなサービス不可能 トレードオフ 

時間 t 

プライバシ保護の度合:  
時刻 t における到達可能 
位置の個数 n(t) 

n(t) 

 

仮名交換で保護されるプライバシ： 
他のユーザと居合わせるごとに，到達可能 
（だと攻撃者が考える）位置が増える 


